












































































The life-historical approach to “Kyoji MORI”(Ⅲ):







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































清音 44文字 ＋ ん(撥音)
濁音 20文字 半濁音 ５文字










































































か かい かき かめ かに いか かお
あおい あかい おか 等々
・助詞(「の」)の指導 の つの おの ぬの
きのこ たけのこ
おにの くち おのの おと かにの うえた






































たこの あし たいの うろこ
かに のあし
































おかめ おしろい おとこ おとひめさま
おなか おに おび おひなさま
おむれつ おや おんしつ おんち おんせん
おんな
［語中グループ］
たおる におい はおり やおや らいおん
ねおん
［語末グループ］






・トンネルを ぬける。 ・家を 出る。
(ⅱ)働きかけを受けて変化するもの
・せみを とる。 ・さかなを つる。
(ⅲ)心の動きが向けられる対象































































○ てを あらう。 ○ にわを はく。
○ おかしを たべる。○ まりを つく。
○ はなを つむ。 ○ うたを うたう。
○ くつを はく。 ○ あさがおを うえる。
○ つるを おる。 ○ みるくを のむ。
○ あしを ふむ。 ○ おびを しめる。
○ こまを まわす。 ○ おを ふる。
○ おけを おく。 ○ さかを のぼる。









































































まっち はっか まっと まっくら



















































































































































・例 せいと れいてん ゆうれい
たんてい へいたい えいが
えいご かれい せいくらべ れい
ぜいきん めいわく けいさつ



















































































































































































































例 ちきゅうの いちばん みなみに な
んきょくが あります。
















































やまへ いく。 うみへ いく。
かわへ いく。
ぼくは やまへ きのこを とりに
いきました。

















































































































ころちゃんと おとうさんと とりの チーコ
と おかあさんが います。」「ぼくは まつう
ら みつひろです。おうちに いる ひとは
おかあさんと おとうさんと いもうとと き
んぎょが います。」「わたしは はまの さお
りです。おうちに いる ひとは おとうさん
と おかあさんと いもうとと グッピーとい
う さかなです。」(文として長くなってくるの
で、全員を２回乃至３回に分けて聞き、通信に




























「きのう ぷうるへ いってね みずの なか
で あそんで きた。」「きのう やまへ いっ
て わらびとりに いった。」
段々となれてくると、
「きのう つりに いきました。いけへ おと
うさんと いっしょに いきました。さかなが
ろっぴき つれました。」(こくぼ ひろあき)
「きのう おてらに いって ドッジボールを
しました。」(いのうえ ゆきこ)「きのう つな
のくんと たなかくんと ブロックで あそび
ました。」(いそべ ひとし)「わたしは きのう



























わたしは きのう いろみずを つくって
あそびました。
できあがった文章をみんなで数回一緒に読んだ。
「わたしは きのう いえのまえで さっちゃん









※「きのう やきゅうの しあいに いって ぼく




ました。うたを うたったりして おうえん し
ました。いっしょうけんめい おうえん したけ
ど まけました。」(にしむら あきひと)
「わたしは きのう うしろの まんしょんで
５ねんの わたしの おにいちゃんと わたしと
おにいちやんの ともだちと やらこてんの ぼ
うるで かべあてを して あそびました。おに
いちゃんが かべの ところに ぽんと あてて


















































































































せんそうてん たがいと じゅん(１年 ８月)
おおさかへ せんそうてんを みに いった。もの
すごく たくさんの ひとが みに きて いた。お
としよりは ないていた。 まえに 『アウシュビッ
ツのひげき』を よんで もらって いたので ちい
さな ぼろぼろの くつを みた とき なみだが
でた。
しゅうようしょの もんは 二じゅうの てつじょ
うもうが はられ にげだしたら しぬのですと、せ
つめい して くれた。
ころされた おんなの ひとの かみの けで き
じを つくって あった。
がすしつに いれられて しんだ ひとの きんば
や ほうせきなどを とっていた。
しぬまえに、いもの かわりに おちゃわん いっ
ぱいの ごはんが たべたいと こどもたちが かい
て いた。
ぼくは よるの ごはんを のこさず たべた。

















ごはんを のこさず たべた。にどと せんそうなん


















まるを して もらいました。 ╱ ななつ
して もらいました。 ╱
































そして ほんを かって もらいました。そして、げ
えむで あそびました。そして、かえるとき、ばいく














ぼくの おとうとは なきむしです。ぼくの おと
うとは ようちえんに いっています。 きゅうしょ
くを きらいます。ぼくの ときは ぜんぶ たべて
いたのに なんでか さとしは きらいます。おとう























見に きて いました。四月が さきだったから ぼ
くは すごく はずかしかったです。おかあさんも、
「見ていて ドキドキ した。」と、いいました。
おかあさんも ぼくと おんなじ きもちでした。





テープルの 上にも メモが おいてありませんで
した。ぼくは、どこへ いったのかと おもいました。























































































かいが おわってから みに いきました。あかちゃ
んは ぼくに にてました。おかあさんは、ちょうど












か。あかちゃん なかさないで あげて くださ
い。あんまり むきになって おこらないで あ
げてください。しゅくだい かんでも おもいっ


















あしから あせが かきました。(１年生 12╱５)
百日のくいぞめ
きょう、ゆうかちゃんの 百日の くいぞめを し









いる ところを うつしました。(１年生 １╱15)
ぼくと ゆうかと おにいちゃんの ちがい



























ぼくも 大きな声で 大きな口を あけて、目をほ


























































































































































































やつに きいたけど おまえは １まいぶんしゅうを
つくって いるとき ちょっとした ことで いじけ
るそうだな。そんな ことを しているから きらわ
れるんだ。 くらすの こに めいわくを かけてい
るのに よけい いんしょうを わるくするようなこ
とを しているそうじゃないか。 これから そんな
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